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継
ぐ
会
の
加
原
歪
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会
長
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は
「
新
聞
が
あ
る
か
ら
世
界
や
身

近
な
こ
と
が
分
か
る
。
新
聞
が
な

く
て
は
困
る
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
各
会
員
所
有
の
資
料

を
見
せ
て
活
動
を
報
告
し
合
っ

た
。
同
記
念
会
の
堀
千
枝
子
会
長

(
臼
)
は
「
ヒ
コ
と
吟
香
の
よ
う
な

関
係
を
、
語
り
継
ぐ
会
と
も
築
き

た
い
」
。
同
研
究
会
の
羽
島
知
之

会
長
(
幻
)
は
「
吟
一
否
か
い
な
け
れ

ば
、
ヒ
コ
の
新
聞
は
な
か
っ
た
。

短
い
時
間
だ
が
顔
が
合
わ
せ
ら
れ

て
よ
か
っ
た
」
。
加
原
会
長
は
「
ヒ

コ
生
誕
の
町
に
初
め
て
来
ら
れ
て

感
激
し
て
い
る
」
と
し
た
。

問
日
の
講
演
会
は
、
羽
島
会
長

ら
計
3
人
が
ヒ
コ
に
関
す
る
研
究

成
果
を
披
露
す
る
。
先
着
叩
人
。
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加
古
川
市
は
凶
目
、
省
エ
ネ
一
は
支
給
さ
れ
な
い
。
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家
電
買
い
替
え
促
進
事
業
の
一
エ
ア
コ
ン
は
冷
房
能
力
定
格
一

冶

詳
細
を
発
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日
1
来
年
2
月
日
日
に
購
入
一
で
に
委
託
先
の
事
務
局
ま
で
送

し
た
上
で
、
同
月
初
日
ま
で
一
る
。

に
取
り
付
け
た
品
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対
象
と
な
一
受
け
付
け
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額
9
4
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る

。
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業
、
団
体
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対
象
外
で
、
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す
る
。
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局
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、
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一
5
0
3
・
7
5
8
7

(
平
日
の

舗
や
事
業
所
に
設
置
す
る
場
合
一
み
)
(
斉
藤
正
志
)
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加
古
川
市
・
省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
補
助

来
月
比
日
か
ら
受
け
付
け

避難所の備えなど確認

加古川駅前μι

よくわかる
保険プラス
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の
ナ
ン
テ
ン
な
ど
、
秋
の
草
木

ω

点
が
並
ぶ
H
写
真
。

市
茶
華
道
協
会
が
主
催
し
可
市

内
口
流
派
の
約
初
人
が
出
品
。
会

場
に
は
、
白
い
花
を
付
け
る
ヒ
カ

ン
ザ
ク
ラ
や
菊
の
花
、
実
が
赤
い

イ
イ
ギ
リ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た

作
品
が
ず
ら
り
。
位
田
好
男
(
い

ん
で
ん

・
よ
し
お
)
会
長
(
花
)
日

岡
市
伊
保
港
町
1
H
は
「
季
節
の

花
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
見
て

癒
や
さ
れ
て
は
」
と
話
す
。

入
場
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時
ま
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)
。

例
年
用
意
し
て
い
る
茶
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は
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田
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今
日
は
七
五
三
O
か

わ

高

い
い
玲
依
那
大
好
き
。
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